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﹇
論
文
﹈

秋
元
裕
子

〈
記
録
写
真
〉の
美
学
―
―
瀧
口
修
造
の
場
合

１　

は
じ
め
に

詩
人
・
美
術
批
評
家
と
し
て
、
戦
前
戦
後
に
亘
り
日
本
の
詩
・
美
術
・
写
真
・
映
画
・
評
論
・
舞
踏
・
音
楽
な
ど
に
大

き
な
影
響
を
与
え
た
瀧
口
修
造
（
一
九
〇
三
〜
一
九
七
九
）
は
、
没
後
三
十
五
年
を
経
過
し
た
現
在
も
な
お
、
多
く
の
詩

人
・
芸
術
家
の
み
な
ら
ず
読
者
を
も
魅
了
し
続
け
て
い
る
。
実
際
、
彼
の
美
学
と
も
言
え
る
芸
術
理
念
に
対
し
て
、
多
分

野
の
批
評
家
が
様
々
な
観
点
か
ら
賞
賛
を
捧
げ
て
お
り
、
ジ
ャ
ン
ル
を
超
え
た
あ
る
種
の
普
遍
性
が
そ
の
美
学
に
存
在
し

て
い
る
と
言
う
こ
と
も
で
き
よ
う
。

一
方
、
瀧
口
の
芸
術
理
念
を
考
察
す
る
上
で
、
彼
に
と
っ
て
の
一
九
三
〇
年
代
の
重
要
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
近
代

思
想
史
研
究
者
小
沢
節
子
（
一
九
五
六
〜
）
は
「
思
想
形
成
期
の
瀧
口
修
造　

シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
受
容
と
展
開
」（

1
）

と
い
う
論
文
に
お
い
て
、「
瀧
口
の
姿
を
一
九
三
〇
年
代
の
思
想
史
の
な
か
で
と
ら
え
返
す
こ
と
」
を
重
視
し
、
三
〇
年
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代
に
お
け
る
彼
の
芸
術
・
批
評
活
動
を
焦
点
に
し
て
、
そ
の
芸
術
理
念
の
足
跡
を
、
主
に
政
治
・
思
想
と
関
連
付
け
つ
つ

辿
り
、「
一
五
年
戦
争
期
の
文
化
的
・
芸
術
的
営
み
に
つ
い
て
の
様
々
な
問
題
の
所
在
」
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
て
い
る（

2
）。

確
か
に
時
代
の
風
潮
を
身
に
受
け
る
こ
と
は
あ
る
意
味
で
必
然
的
だ
と
は
い
え
、
当
時
の
瀧
口
が
何
よ
り
も
政
治
・
思
想

的
主
張
を
重
要
視
し
て
、
そ
の
実
現
の
た
め
に
芸
術
活
動
を
行
っ
て
い
た
と
は
、
考
え
に
く
い
こ
と
で
は
あ
る
ま
い
か
。

他
方
美
術
研
究
者
島
敦
彦
（
一
九
五
六
〜
）
は
、
評
論
「
瀧
口
修
造
と
一
九
三
〇
年
代
」（

3
）

で
、
三
〇
年
代
に
書
か

れ
た
瀧
口
の
写
真
論
を
取
り
上
げ
、「（
瀧
口
は
―
引
用
者
に
よ
る
）
詩
（
言
語
）・
絵
画
・
映
画
・
デ
ザ
イ
ン
・
建
築
な

ど
の
他
の
領
域
と
の
関
連
に
お
い
て
写
真
を
位
置
づ
け
比
較
、
検
討
を
加
え
て
い
る
」
が
、
そ
こ
に
は
こ
う
い
っ
た
ジ
ャ

ン
ル
の
問
題
だ
け
で
は
な
く
、
時
代
を
も
超
え
た
「
普
遍
的
な
テ
ー
マ
」
が
提
示
さ
れ
て
い
る
と
主
張
し
た（

4
）。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
三
〇
年
代
の
瀧
口
の
芸
術
・
批
評
活
動
を
検
証
す
る
こ
と
が
、
彼
の
芸
術
全
体
を
俯
瞰
す
る
上
で

重
要
で
あ
る
こ
と
は
否
め
な
い
。

つ
ま
り
、
瀧
口
は
三
〇
年
代
に
、
芸
術
理
念
の
上
で
時
代
的
影
響
を
受
け
つ
つ
も
、
独
自
の
美
学
を
強
化
し
て
、
あ
る

普
遍
性
を
持
つ
に
到
っ
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
で
は
、
瀧
口
は
三
〇
年
代
に
、
ど
の
よ
う
な
芸
術
活
動
を
し
て
い

た
の
か
。

瀧
口
は
昭
和
初
期
に
お
い
て
、
所
謂
シ
ュ
ー
ル
レ
ア
リ
ス
ム
風
の
詩
を
書
い
た
こ
と
に
よ
っ
て
詩
人
と
し
て
知
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
の
だ
が
、「
絶
対
へ
の
接
吻
」（『
詩
神
』、
一
九
三
一
年
一
月
）
と
い
う
作
品
を
最
後
に
、
そ
の
よ
う
な
自

動
記
述
風
の
実
験
を
止
め
て
い
る
。
そ
の
詩
的
実
験
に
取
っ
て
代
わ
る
か
の
よ
う
に
、
三
〇
年
代
を
通
し
て
シ
ュ
ー
ル
レ

ア
リ
ス
ム
の
美
術
に
関
心
を
寄
せ（

5
）、

就
中
物オ

ブ
ジ
エ体

に
お
け
る
影イ

メ
ー
ジ像

に
魅
了
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
と
同
時
に
写
真
の
影
像

に
つ
い
て
関
心
を
深
め
て
い
っ
た
の
だ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
三
〇
年
代
の
瀧
口
は
、
美
術
批
評
家
と
し
て
シ
ュ
ー
ル
レ
ア
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リ
ス
ム
の
紹
介
は
も
と
よ
り
、
名
著『
近
代
芸
術
』（

6
）

の
上
梓
、
若
い
芸
術
家
た
ち
へ
の
啓
蒙
的
批
評
の
執
筆
な
ど
、
旺

盛
な
活
動
を
す
る
一
方
、『
フ
ォ
ト
タ
イ
ム
ス
』
誌
（
フ
ォ
ト
タ
イ
ム
ス
社
、
一
九
二
四
年
三
月
〜
一
九
四
一
年
）
な
ど

で
の
執
筆
を
中
心
に
写
真
批
評
に
も
乗
り
出
し
て
、
三
八
年
に
「
前
衛
写
真
協
会
」（

7
）

を
結
成
、
そ
の
中
心
メ
ン
バ
ー

と
し
て
写
真
に
お
け
る
美
を
追
求
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

そ
の
頃
（
一
九
三
〇
年
代
後
半
）
に
書
か
れ
た
瀧
口
の
写
真
論
に
つ
い
て
、
写
真
家
大
辻
清
司
（
一
九
二
三
〜

二
〇
〇
一
）
は
、
写
真
論
と
い
う
形
を
と
っ
て
「
深
化
し
結
晶
」
し
た
、
瀧
口
の
芸
術
観
に
お
け
る
「
ひ
と
つ
の
結
論
」

を
示
す
も
の
だ
と
み
な
し
て
い
る（

8
）。

三
〇
年
代
後
半
に
書
か
れ
た
瀧
口
の
写
真
論
が
、
彼
の
到
達
し
た
美
学
を
読
み

取
る
う
え
で
、
重
要
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
あ
る
ま
い
。

本
稿
で
は
、
三
〇
年
代
と
い
う
時
期
に
お
い
て
、
瀧
口
の
ど
の
よ
う
な
芸
術
理
念
が
結
晶
し
た
の
か
を
彼
の
写
真
批
評

を
通
し
て
検
証
し
、
そ
の
時
代
的
特
徴
と
独
自
性
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

２　

日
本
に
お
け
る
一
九
三
〇
年
代
の
芸
術
―
芸
術
思
潮
、
媒メ

デ
ィ
ア体

、
思
考
法

本
節
で
は
、
一
九
三
〇
年
代
の
日
本
の
芸
術
的
傾
向
に
つ
い
て
、
芸
術
思
潮
と
方
法
、
媒メ

デ
ィ
ア体

、
思
考
法
の
三
点
か
ら
特

徴
を
見
出
す
。

①　

時
代
と
〈
記
録
〉

周
知
の
如
く
、
日
本
で
は
主
に
一
九
二
〇
年
代
か
ら
三
〇
年
代
に
か
け
て
、
世
界
的
・
同
時
代
的
な
所
謂
モ
ダ
ニ
ズ
ム
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の
芸
術
思
潮
が
次
々
と
文
学
界
に
受
容
さ
れ
て
い
た
。そ
れ
ぞ
れ
の
芸
術
思
潮
の
特
徴
お
よ
び
日
本
で
の
受
容
の
さ
れ
方
、

そ
の
消
長
等
に
関
し
て
本
稿
で
は
問
わ
な
い
こ
と
に
す
る
が
、
そ
の
中
に
新
即
物
主
義
（
ノ
イ
エ
・
ザ
ハ
リ
ヒ
カ
イ
ト
）

と
ド
イ
ツ
文
学
者
茅
野
蕭
々
（
一
八
八
三
〜
一
九
四
六
）
に
名
づ
け
ら
れ
た
、
主
知
性
・
客
観
性
を
重
ん
じ
る
思
潮
が
あ

っ
た
。

ノ
イ
エ
・
ザ
ハ
リ
ヒ
カ
イ
ト
の
紹
介
に
尽
力
し
た
詩
人
笹
沢
美
明
（
一
八
九
八
〜
一
九
八
四
）
に
よ
る
と
、
二
〇
年
代

に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
芸
術
界
を
席
巻
し
た
表
現
主
義
は「
主
観
を
偏
重
し
」「
精
神
を
強
調
し
、
強
度
に
感
情
を
爆
発
せ
し
め
」

て
、「
内
部
の
告
白
に
の
み
心
を
囚
は
れ
て
ゐ
た
結
果
、
そ
の
不
具
的
な
欠
陥
の
故
に
遂
に
自
ら
の
墓
穴
に
陥
入
つ
た
」。

こ
の
表
現
主
義
の
「
没
落
」
の
後
を
受
け
て
、
ノ
イ
エ
・
ザ
ハ
リ
ヒ
カ
イ
ト
の
傾
向
が
「
独
逸
文
壇
を
新
に
風
靡
し
た
」。

そ
れ
に
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
で
の
悲
惨
な
体
験
に
よ
っ
て「
人
々
は
、
日
常
の
感
情
の
す
べ
て
に
は
信
頼
出
来
ず
」「
女
、

恋
愛
は
勿
論
、
心
臓
、
魂
ま
で
も
狂
気
沙
汰
に
見
え
る
」
と
い
う
こ
と
を
理
由
と
し
て
、「
近
代
精
神
が
旧
来
の
主
情
の

世
界
を
捨
て
ゝ
主
知
的
傾
向
に
」
就
か
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
、
い
わ
ば
「
時
代
の
要
求
」
が
あ
っ
た
と
い
う（

9
）。

で
は
、

具
体
的
に
何
が
文
学
者
に
求
め
ら
れ
て
い
た
の
か
。

新
時
代
の
文
学
を
支
配
す
る
も
の
は
実
に
冷マ

マ性
、
機
械
化
、
テ
ン
ポ
の
渦
で
あ
る
。
作
家
は
只
管
人
生
の
日
常
生

活
の
記
録
を
書
き
、
写
実
に
筆
を
走
ら
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
位
置
に
あ
る
。（

10
）

そ
れ
ま
で
の
、「
内
部
の
告
白
に
の
み
心
を
囚
は
れ
て
ゐ
た
」
時
代
の
方
法
で
は
、
す
さ
ま
じ
い
速
度
で
機
械
化
・
合

理
化
さ
れ
て
い
く
世
界
そ
の
も
の
を
捉
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。「
記
録
」
と
「
写
実
」
と
い
う
方
法
の
み
が
、「
新
時
代
」
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が
切
り
開
く
新
た
な
世
界
を
捕
捉
で
き
る
、
と
読
み
換
え
ら
れ
よ
う
か
。
た
だ
し
笹
沢
は
続
け
て
「
然
し
か
く
の
如
く
現

代
文
学
が
写
実
に
即
し
、
記
録
を
書
く
こ
と
に
よ
つ
て
、
ノ
イ
エ
・
ザ
ハ
リ
ヒ
カ
イ
ト
が
主
観
性
を
全
く
捨
て
ゝ
客
観
性

を
採
り
入
れ
る
と
云
ふ
簡
単
な
公
式
に
当
て
嵌
ま
る
も
の
で
は
決
し
て
な
い
。（
略
）
謂
ふ
な
ら
ば
こ
の
精
神
を
中
心
に

し
て
文
学
界
の
視
野
が
一
回
転
し
た
の
で
あ
る
」（

11
）

と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
を
鑑
み
る
と
、
表
現
主
義
に
よ
っ
て

極
端
に
感
情
と
主
観
の
側
に
振
ら
れ
た
芸
術
的
傾
向
を
、
今
一
度
リ
ア
リ
ズ
ム
の
側
に
引
き
戻
し
て
、
さ
ら
に
そ
こ
を
超

え
た
新
た
な
時
代
の
芸
術
を
創
造
し
よ
う
と
い
う
、
芸
術
家
の
心
理
の
表
わ
れ
が
読
み
取
れ
る
。

ノ
イ
エ
・
ザ
ハ
リ
ヒ
カ
イ
ト
は
、
本
国
ド
イ
ツ
で
「
ナ
チ
ス
文
学
に
変
貌
」
し
て
い
っ
た
が
、
日
本
で
そ
の
芸
術
理
念

は
、
昭
和
一
〇
年
代
の
「
戦
争
文
学
や
記
録
文
学
・
報
告
文
学
・
伝
記
文
学
の
方
法
的
支
柱
と
し
て
、
報
告
形
式
と
記
録

性
、
並
び
に
文
明
批
評
等
」（

12
）

へ
と
浸
透
し
て
い
っ
た（

13
）。

も
ち
ろ
ん
、
記
録
性
と
リ
ア
リ
ズ
ム
が
重
視
さ
れ
て
い
く
傾
向
に
あ
っ
た
の
は
、
文
学
界
ば
か
り
で
は
な
か
っ
た
。

一
九
三
一
年
に
大
陸
で
の
戦
争
が
始
ま
る
と
、
戦
況
に
対
す
る
国
民
の
関
心
充
足
お
よ
び
政
府
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
の
必
要

か
ら
、
作
家
・
写
真
家
な
ど
の
従
軍
報
告
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
作
家
は
所
謂
「
ペ
ン
部
隊
」
と
し
て
徴
用
さ
れ

て
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
を
、
写
真
家
は
戦
地
の
報
道
写
真（

14
）

を
次
々
と
発
表
し
て
い
っ
た
。
さ
ら
に
映
画
の
分
野
で
も
、

戦
争
の
記
録
映
画
が
盛
ん
に
制
作
さ
れ
た（

15
）。

映
画
界
に
お
い
て
記
録
性
が
重
視
さ
れ
た
の
は
、
必
ず
し
も
芸
術
思
潮
や
方
法
上
の
先
進
性
だ
け
が
理
由
で
は
な
い
。

一
九
三
九
年
一
〇
月
一
日
、
映
画
製
作
を
統
制
下
に
置
く
た
め
に
映
画
法
が
施
行
さ
れ
、
シ
ナ
リ
オ
の
段
階
で
の
事
前
検

閲
の
義
務
化
、
監
督
・
撮
影
者
・
技
術
者
・
俳
優
の
登
録
の
制
度
化
が
行
わ
れ
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
映
画
界
が
不
自
由
を

課
せ
ら
れ
た
こ
と
は
事
実
だ
が
、
同
時
に
長
篇
劇
映
画
の
上
映
に
際
し
て
、
文
化
映
画
と
呼
ば
れ
る
短
篇
記
録
映
画
を
併
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映
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
、
記
録
映
画
（
文
化
映
画
）
の
需
要
が
高
ま
っ
た
の
だ
っ
た
。
こ
の
法
律
の
施
行
に
よ
っ

て
、
文
化
映
画
と
い
う
名
称
で
括
ら
れ
た
記
録
映
画
は
各
映
画
会
社
の
重
要
な
部
門
と
な
り
、
記
録
映
画
業
界
が
拡
大
さ

れ
て
い
く
と
と
も
に
、
記
録
と
い
う
方
法
に
対
す
る
映
画
界
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

②　

写
真
の
ブ
ー
ム

日
本
に
お
い
て
一
九
三
〇
年
代
の
初
め
に
は
、
フ
ォ
ト
グ
ラ
ム
や
ソ
ラ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
手
法（

16
）

に
代
表
さ
れ

る
、
芸
術
性
を
重
ん
じ
て
斬
新
な
手
法
を
駆
使
す
る
写
真
家
の
作
品
が
、
盛
ん
に
受
容
さ
れ
て
い
た
。

受
容
の
例
と
し
て
、
一
九
三
一
年
四
月
一
三
日
か
ら
同
月
二
二
日
ま
で
、
東
京
朝
日
新
聞
社
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
、

独
逸
国
際
移
動
写
真
展
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
写
真
展
に
は
、
モ
ホ
リ
・
ナ
ギ
（
一
八
九
五
〜
一
九
四
六
）
や
マ
ン
・
レ

イ
（
一
八
九
〇
〜
一
九
七
六
）
の
作
品
が
出
品
さ
れ
、
当
時
の
日
本
の
写
真
家
に
大
い
に
刺
激
を
与
え
た
。
す
な
わ
ち
、

日
本
で
は
同
時
期
、
そ
れ
ら
か
ら
影
響
を
受
け
た
所
謂
「
新
興
写
真
」
が
盛
ん
に
撮
影
さ
れ
た
の
で
あ
る（

17
）。

ま
た
、
昭
和
初
期
の
詩
に
お
け
る
「
レ
ス
プ
リ
・
ヌ
ー
ポ
ー
」
運
動
の
一
拠
点
で
あ
っ
た
『
詩
と
詩
論
』
の
第
三
冊

（
一
九
二
九
年
三
月
）
に
は
、
マ
ン
・
レ
イ
の
レ
イ
ヨ
グ
ラ
フ
作
品
「
対
象
の
な
い
写
真
」
と
実
験
的
フ
ィ
ル
ム
『
ひ
と
で
』

か
ら
の
ス
チ
ー
ル
写
真
が
、
詩
人
竹
中
郁
（
一
九
〇
四
〜
一
九
八
九
）
に
よ
る
マ
ン
・
レ
イ
訪
問
記
と
と
も
に
掲
載
さ
れ

て
い
る
。
そ
し
て
第
六
冊
（
一
九
二
九
年
一
二
月
）
に
は
、
モ
ホ
リ
・
ナ
ギ
の
フ
ォ
ト
グ
ラ
ム
作
品
と
、
彼
の
執
筆
で
詩

人
の
阪
本
越
郎（
一
九
〇
六
〜
一
九
六
九
）が
翻
訳
し
た
エ
ッ
セ
イ「
写
真
術
の
プ
ロ
セ
ス
の
将
来
」が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
同
時
期
に
は
芸
術
性
の
高
い
写
真
ば
か
り
で
な
く
、
ア
マ
チ
ュ
ア
写
真
家
の
ス
ナ
ッ
プ
写
真
も
量
産
さ
れ
て
い

た
。
そ
れ
に
は
、
カ
メ
ラ
と
フ
ィ
ル
ム
が
以
前
よ
り
手
軽
に
入
手
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
事
実
が
反
映
し
て
い
る
。
す
な
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わ
ち
、
一
九
二
五
年
に
小
型
ス
チ
ー
ル
カ
メ
ラ
の
ラ
イ
カ
Ａ
が
発
売
さ
れ
、
一
九
二
九
年
に
ド
イ
ツ
の
フ
ラ
ン
ケ
・
ウ
ン

ト
・
ハ
イ
デ
ッ
ケ
社
か
ら
ロ
ー
ル
フ
ィ
ル
ム
を
用
い
て
近
代
化
さ
れ
た
二
眼
レ
フ
が
発
売
さ
れ
て
お
り
、
小
西
六
本
店
か

ら
、
新
し
い
中
判
カ
メ
ラ
の
基
礎
を
築
い
た
日
本
最
初
の
写
真
フ
ィ
ル
ム
が
発
売
さ
れ
て
い
る
。
一
九
三
〇
年
代
に
は
、

空
前
の
カ
メ
ラ
ブ
ー
ム
が
訪
れ
た
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
前
衛
写
真
家
小
石
清
（
一
九
〇
八
〜
一
九
五
七
）
が
三
六
年
、
次

の
よ
う
に
書
き
残
し
て
い
る
。

日
曜
日
に
郊
外
へ
出
て
み
る
。
誰
も
彼
れ
も
が
、
カ
メ
ラ
を
持
つ
て
愉
快
そ
う
で
あ
る
。

カ
メ
ラ
を
持
た
な
い
人
達
は
、
幾
人
も
な
い
位
カ
メ
ラ
黄
金
時
代
で
あ
る
。

中
学
生
が
ヴ
ェ
ス
単
を
持
ち
、
大
学
生
は
ラ
イ
カ
を
肩
に
か
け
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
は
ハ
ン
ド
カ
メ
ラ
を
三
脚
に
つ

け
て
、
焦
点
布
の
中
の
倒
影
像
を
楽
し
ん
で
ゐ
る
。（

18
）

遅
く
と
も
一
九
三
〇
年
代
半
ば
頃
に
は
、
新
し
い
カ
メ
ラ
の
登
場
に
よ
っ
て
、
ア
マ
チ
ュ
ア
写
真
家
が
大
発
生
し
、「
誰

も
彼
れ
も
が
」
カ
メ
ラ
を
持
ち
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
写
真
撮
影
に
興
じ
て
い
た
が
、
こ
の
よ
う
な
状
況
を
受
け
て
、
瀧
口

修
造
は
一
九
三
八
年
に
発
表
さ
れ
た
「
写
真
と
超
現
実
主
義
」（

19
）

と
い
う
評
論
で
、
マ
ン
・
レ
イ
、
ブ
ラ
ッ
サ
イ
や
ア

ジ
ェ
と
い
っ
た
プ
ロ
の
写
真
家
に
よ
る
写
真
だ
け
で
は
な
く
、
ニ
ュ
ー
ス
映
画
、
科
学
映
画
、
ア
マ
チ
ュ
ア
の
ス
ナ
ッ
プ

な
ど
に
「
超
現
実
性
」
を
見
出
す
可
能
性
を
強
く
主
張
し
て
い
る（

20
）。

と
も
あ
れ
、
芸
術
性
を
追
求
し
た
写
真
で
あ
っ
て
も
、
ア
マ
チ
ュ
ア
に
よ
る
写
真
で
あ
っ
て
も
、
カ
メ
ラ
が
よ
り
手
軽

に
な
り
、
し
た
が
っ
て
よ
り
日
常
的
な
も
の
に
な
っ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
、
写
真
は
影
像
の
新
し
い
媒
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体
と
し
て
の
可
能
性
を
拡
げ
た
と
言
え
よ
う
。
た
と
え
気
軽
な
気
持
ち
で
偶
然
に
撮
っ
た
ス
ナ
ッ
プ
写
真
で
あ
れ
、
そ
の

よ
う
な
写
真
に
よ
っ
て
、
見
慣
れ
た
も
の
が
再
発
見
さ
れ
た
こ
と
も
珍
し
く
な
か
っ
た
に
違
い
な
い
。
空
前
の
カ
メ
ラ
ブ

ー
ム
の
中
で
、
瀧
口
は
三
〇
年
代
の
後
半
か
ら
、
写
真
に
お
け
る
ス
ナ
ッ
プ
の
重
要
性
、
い
わ
ば
記
録
の
重
要
性
に
つ
い

て
繰
り
返
し
言
及
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

③　

芸
術
に
お
け
る〈
矛
盾
〉の
解
消

三
、四
〇
年
代
の
日
本
で
は
、
階
級
社
会
そ
の
も
の
の
止
揚
を
目
指
す
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
革
命
」
を
基
底
に
し
て
い
た

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
運
動
に
し
ろ
、
従
来
の
西
洋
・
近
代
化
を
否
定
し
て
、
新
し
い
日
本
文
化
・
精
神
の
構
築
を
示
唆
し

た
、
所
謂
「
近
代
の
超
克
」
言
説
に
し
ろ
、
当
時
の
日
本
の
何
ら
か
の
社
会
・
文
化
的
〈
矛
盾
〉
を
見
定
め
、
そ
れ
ら
の

解
消
を
指
向
し
て
い
た
と
捉
え
ら
れ
る
。
当
時
の
人
々
は
、
社
会
や
芸
術
の
進
歩
を
当
然
の
こ
と
と
み
な
し
て
、〈
矛
盾
〉

の
解
消
の
先
に
在
る
新
し
い
世
界
を
希
求
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
芸
術
の
分
野
で
も
、
こ
の
よ
う
な
、
い
わ
ば
弁
証
法

的
思
考
法
が
顕
著
に
見
ら
れ
た
。

前
述
し
た
笹
沢
美
明
の
ノ
イ
エ
・
ザ
ハ
リ
ヒ
カ
イ
ト
文
学
に
関
す
る
エ
ッ
セ
イ
に
も
、
表
現
主
義
の
主
観
性
を
リ
ア
リ

ズ
ム
の
手
法
に
よ
っ
て
否
定
し
つ
つ
も
、
そ
の
リ
ア
リ
ズ
ム
の
中
に
何
ら
か
の
新
た
な
主
観
性
を
取
入
れ
よ
う
と
す
る

主
張
が
覗
え
た
。
ま
た
「
シ
ユ
ー
ル
・マ

マ

レ
ア
リ
ス
ム
と
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
芸
術
の
関
係
は
唯
物
論
の
巧
妙
精
緻
な
る
綾
で
あ

る
」（

20
）

と
し
て
、「
シ
ユ
ー
ル
・
レ
ア
リ
ス
ム
」
と
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
芸
術
」
と
の
止
揚
を
主
張
し
、
い
わ
ゆ
る
「
芸

術
弁
証
法
」
を
追
求
し
て
い
た
詩
人
竹
中
久
七
（
一
九
〇
七
〜
一
九
六
二
）
の
名
前
を
挙
げ
る
こ
と
も
で
き
る
。

こ
の
思
考
法
は
、
瀧
口
が
耽
読
し
て
い
た
、
フ
ラ
ン
ス
を
中
心
と
す
る
シ
ュ
ー
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
理
念
に
も
表
れ
て
い
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る
。
ア
ン
ド
レ
・
ブ
ル
ト
ン
は
、
一
九
二
四
年
に
発
表
さ
れ
た
所
謂
「
第
一
宣
言
」
で
は
、
夢
と
現
実
、
ま
た
、
無
意
識

と
意
識
と
の
止
揚
を
主
張
し
、
二
九
年
の
「
第
二
宣
言
」
で
は
、「
生
と
死
、
現
実
的
な
も
の
と
想
像
上
の
も
の
、
過
去

と
未
来
、
伝
達
可
能
な
も
の
と
伝
達
不
可
能
な
も
の
、
高
い
も
の
と
低
い
も
の
が
、
そ
こ
か
ら
は
も
は
や
互
い
に
矛
盾
し

た
も
の
と
は
感
じ
ら
れ
な
く
な
る
よ
う
な
精
神
の
一
点
」（

22
）、

す
な
わ
ち
「
至
上
点
」
の
模
索
を
シ
ュ
ー
ル
レ
ア
リ
ス

ム
の
命
題
と
し
た
。

三
〇
年
代
の
瀧
口
修
造
も
例
外
で
は
な
く
、
こ
の
思
考
法
を
用
い
て
い
た
。

瀧
口
は
一
九
三
七
年
に
、
ブ
ル
ト
ン
が
か
つ
て
行
っ
た
講
演
の
題
を
借
用
し
て（

23
）、「

シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
と
は
何

か
？
」（

24
）

と
い
う
評
論
を
書
い
て
い
る
が
、
ブ
ル
ト
ン
の
所
説
を
単
純
に
紹
介
し
た
の
で
は
な
く
、
三
七
年
時
点
で
の

瀧
口
独
特
の
超
現
実
主
義
論
を
展
開
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
瀧
口
な
り
に
「
東
洋
（
或
は
日
本
）
と
西
洋
と
い
ふ
二
系

列
の
文
化
の
矛
盾
の
解
決
」
の
方
向
を
示
す
た
め
に
、「
外
国
文
化
に
対
し
て
と
り
う
る
、
客
観
的
純
粋
性
と
い
ふ
態
度
」

を
保
ち
つ
つ
、「
シ
ユ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
と
は
何
か
」
を
論
じ
る
こ
と
が
こ
の
評
論
の
目
的
で
あ
り
、「
日
本
の
芸
術
的
精
神

的
遺
産
を
、
幻
想
的
と
い
う
特
殊
な
角
度
か
ら
眺
め
、
し
か
も
超
現
実
主
義
の
パ
ア
ス
ペ
ク
テ
イ
ウ
か
ら
注
意
を
喚
起
」

し
よ
う
と
す
る
枠
組
み
の
中
で
論
じ
ら
れ
て
い
る（

25
）。

つ
ま
り
、
西
洋
の
芸
術
を
通
底
す
る
理
念
と
、
日
本
の
芸
術
を

貫
く
理
念
と
の
融
合
の
役
割
を
、
瀧
口
独
特
の
「
超
現
実
主
義
」
に
担
わ
せ
よ
う
と
試
み
た
の
で
あ
る
。「
二
系
列
の
文

化
の
矛
盾
の
解
決
」
の
た
め
に
、「
吾
々
の
前
に
は
、（
西
洋
文
化
の
―
引
用
者
に
よ
る
）
消
化
の
問
題
が
あ
り
、（
日
本

文
化
の
―
引
用
者
に
よ
る
）
試
練
の
問
題
が
あ
る
」（

26
）

と
述
べ
て
い
る
こ
と
を
ふ
ま
え
る
と
、「
近
代
の
超
克
」
言
説

と
の
接
点
を
感
じ
ざ
る
を
得
な
い
が
、
本
論
文
の
目
的
で
あ
る
瀧
口
の
美
学
の
検
証
と
は
関
係
性
が
薄
い
の
で
、
こ
こ
で

敢
え
て
問
う
こ
と
は
し
な
い
。



185 〈記録写真〉の美学――瀧口修造の場合

む
し
ろ
重
要
な
こ
と
は
、
同
じ
評
論
で「
能
や
茶
道
や
俳
諧
と
い
ふ
や
う
な
日
本
に
於
け
る
創
造
期
の
芸
術
の
幻
想
は
、

そ
の
動
機
を
多
く
禅
学
の
も
た
ら
し
た
一
種
の
精
神
弁
証
法
に
よ
つ
て
ゐ
る
」と
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。「
幻

想
」
と
は
、「
能
や
茶
道
や
俳
諧
」
な
ど
に
携
わ
っ
た
も
の
が
、「
精
神
と
物
質
と
の
、
特
定
な
相
剋
」
を
通
じ
て
創
造
す

る
こ
と
自
体
の
内
に
在
る
と
瀧
口
は
認
識
し
、
そ
れ
が
日
本
の
芸
術
を
貫
い
て
い
る
と
み
な
し
て
い
た（

27
）。

こ
の「
幻
想
」

つ
ま
り
精
神
と
物
質
と
の
「
精
神
弁
証
法
」
が
、
瀧
口
に
お
い
て
〈
記
録
写
真
〉
と
ど
の
よ
う
に
結
ば
れ
て
い
る
の
か
を
、

本
論
文
で
は
検
証
し
て
い
く
。

３
〈
記
録
写
真
〉
の
美
学

①
〈
記
録
写
真
〉
と
は
何
か

三
〇
年
代
の
日
本
に
お
い
て
、
記
録
と
い
う
方
法
お
よ
び
写
真
と
い
う
媒
体
を
重
視
し
て
、
弁
証
法
的
な
思
考
に
基
づ

い
た
芸
術
理
念
が
結
実
す
る
こ
と
は
、
あ
る
意
味
で
必
然
だ
っ
た
と
言
え
る
。

と
は
い
え
、
も
ち
ろ
ん
瀧
口
は
、〈
記
録
写
真
〉と
い
う
も
の
を
、
一
般
的
な
意
味
で
捉
え
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

数
枚
の
写
真
の
解
説
と
と
も
に
、
彼
自
身
の
〈
記
録
写
真
〉
観
を
示
し
た
評
論
「
記
録
写
真
と
ア
メ
リ
カ
Ｆ
Ｓ
Ａ
の
写
真
」

（『
フ
ォ
ト
タ
イ
ム
ス
』、
一
九
三
九
年
二
月
）
で
は
、

少
く
と
も
記
録
と
い
ふ
観
念
で
示
さ
れ
る
写
真
は
、
あ
く
ま
で
冷
徹
な
、
主
観
的
な
感
情
を
最
小
限
に
還
元
し
た
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操
作
に
よ
つ
て
生
ず
る
も
の
で
あ
る
こ
と
だ
（
即
物
的
な
も
の
も
、
そ
の
一
種
の
美
を
強
調
す
る
操
作
を
加
へ
て
撮

影
さ
れ
た
も
の
は
、
勿
論
記
録
写
真
と
は
い
へ
な
い
）。
だ
が
其
処
に
私
達
は
或
る
種
の
美
を
感
ず
る
か
も
知
れ
な

い
。
詩
を
感
ず
る
場
合
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
記
録
写
真
の
す
べ
て
が
、
そ
の
名
か
ら
し
て
無
味
乾
燥
な
、
生
命

の
な
い
写
真
と
考
へ
ら
れ
る
な
ら
ば
、
大
き
な
謬
り
で
あ
る
。（

28
）

と
述
べ
、
撮
影
者
と
対
象
と
の
関
係
に
つ
い
て
重
要
な
こ
と
を
言
い
表
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
何
を
写
す
か
と
い
う

選
択
の
意
識
が
働
い
た
時
点
で
、
す
で
に
撮
影
者
の
美
意
識
な
ど
と
い
っ
た
「
主
観
的
な
感
情
」
が
関
係
し
て
く
る
の
は

致
し
方
な
い
こ
と
と
し
て
、
し
か
し
、
そ
れ
ら
を
写
真
に
お
い
て
撒
き
散
ら
す
の
で
は
な
く
、「
最
小
限
に
還
元
す
る
」

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
意
識
的
な
操
作
で
「
美
を
強
調
」
し
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
一
方
で
、「
無
味
乾
燥
な
、

生
命
の
な
い
写
真
」
も
〈
記
録
写
真
〉
と
は
言
え
ず
、
そ
の
写
真
を
通
し
て
「
或
る
種
の
美
」
や
「
詩
」
を
把
握
で
き
る

場
合
が
重
要
だ
と
い
う
。
そ
れ
は
、
よ
り
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
な
の
か
。
い
わ
ゆ
る
「
自
然
の
オ
ブ
ジ
ェ
」
に
つ

い
て
解
説
し
て
い
る
エ
ッ
セ
イ
「
前
衛
写
真
詩
論
」（『
フ
ォ
ト
タ
イ
ム
ス
』、
一
九
三
八
年
一
一
月
）
で
、
そ
の
こ
と
が

述
べ
ら
れ
て
い
る
。

写
真
が
記
録
と
し
て
価
値
が
あ
る
の
は
、
い
ふ
ま
で
も
な
く
自
然
や
生
活
の
中
か
ら
見
出
し
た
影
像
を
複
製
す
る

こ
と
で
は
な
く
て
、
熾
烈
な
証
拠
を
示
す
こ
と
に
あ
る
。
そ
れ
は
屡
々
自
然
の
中
に
新
し
い
実
在
性
と
美
の
証
拠
を

発
見
せ
し
め
る
の
で
あ
る
。（

29
）
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自
然
の
中
に
「
実
在
性
」
を
発
見
す
る
こ
と
と
は
、「
自
然
や
生
活
の
中
か
ら
見
出
し
た
影
像
」
を
媒
体
に
し
て
、
人

の
認
識
や
経
験
を
超
越
し
た
、あ
る
意
味
で
先
験
的
な
も
の
を
見
出
す
こ
と
で
も
あ
ろ
う
。
特
に
、そ
の「
実
在
性
」が「
美

の
証
拠
」
と
並
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
美
に
対
す
る
瀧
口
の
強
い
希
求
が
う
か
が
え
る
。
瀧
口
に
と
っ
て
、
写
真
が

記
録
と
し
て
価
値
を
持
つ
の
は
、
対
象
の
「
新
し
い
実
在
性
と
美
」
の
「
熾
烈
な
証
拠
」
を
提
示
で
き
た
場
合
な
の
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
、
対
象
を
通
し
て
、
新
し
い
美
の
「
実
在
性
」
を
確
信
す
る
こ
と
だ
と
言
え
よ
う
か
。
こ
の
意
味
に
お
い

て
、〈
記
録
写
真
〉
は
瀧
口
に
と
っ
て
「
詩
」
と
同
義
で
あ
る
と
み
な
さ
れ
よ
う
。

で
は
、
瀧
口
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
写
真
を
取
り
上
げ
て
、
そ
れ
ら
の
ど
こ
に
「
美
」
や
「
詩
」
を
見
出
し
て
い
た

の
か
。
二
つ
の
例
を
検
討
し
た
い
。

一
つ
目
は
、
ウ
ジ
ェ
ー
ヌ
・
ア
ジ
ェ
（
一
八
五
七
〜
一
九
二
七
）
の
、
い
わ
ゆ
る
「
飾
窓
」
の
写
真
で
あ
る
。
瀧
口
は

「
写
真
と
超
現
実
主
義
」（『
フ
ォ
ト
タ
イ
ム
ス
』、
一
九
三
八
年
二
月
）
と
い
う
評
論
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

彼
（
ア
ジ
ェ
―
引
用
者
註
）
は
巴
里
の
街
頭
、
店
頭
な
ど
を
当
時
の
旧
式
な
暗
箱
で
丹
念
に
撮
影
し
て
歩
い
た
の

だ
が
、
い
ち
早
く
現
代
の
「
記ド

キ
ユ
マ
ン
テ
エ
ル

録
写
真
」
の
精
神
を
把
握
し
て
ゐ
た
ば
か
り
で
は
な
く
、
彼
の
陽
画
に
は
記
録
以
上

の
神
秘
と
愛
と
が
感
じ
ら
れ
る
。（

30
）

取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
パ
リ
の
と
あ
る
シ
ョ
ー
・
ウ
ィ
ン
ド
ゥ
ー
に
陳
列
さ
れ
た
、
女
性
の
コ
ル
セ
ッ
ト
を
撮

影
し
た
写
真
で
あ
る
（
写
真
①
参
照
）。
対
象
は
、
撮
影
者
自
身
が
そ
の
美
意
識
を
誇
示
す
る
た
め
に
加
工
さ
れ
た
も
の

で
は
な
く
、
す
で
に
街
頭
に
存
在
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
陰
影
が
見
せ
る
立
体
感
、
曲
線
が
形
作
る
形
態
の
美
し
さ
、
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あ
る
い
は
、
そ
れ
ら
を
身
に
着
け
る
女
性
の
な
ま
め

か
し
さ
な
ど
、
様
々
な
印
象
を
与
え
よ
う
。
そ
こ
に

瀧
口
は
「
記
録
以
上
の
神
秘
と
愛
」
を
感
じ
取
っ
て

い
る
。
瀧
口
は
、
マ
ン
・
レ
イ
の「R

レ
イ
オ
グ
ラ
フ
イ

ay
o

g
rap

h
ie

」と

い
う
手
法
で
撮
影
さ
れ
た
写
真
を
論
じ
た
エ
ッ
セ
イ

「
マ
ン
レ
イ
」（『
フ
ォ
ト
タ
イ
ム
ス
』、
一
九
三
一
年

八
月
）で
、
写
真
に
お
け
る
所
謂
「
神
秘
」
に
つ
い

て
述
べ
て
い
る
が
、
そ
こ
で
説
明
さ
れ
て
い
る
「
神

秘
」
と
は
、「
意
識
に
よ
つ
て
隠
蔽
さ
れ
た
宇
宙
間

の
秘
密
の
美
」（

31
）

の
発
見
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
「
宇
宙
間
」
と
言
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
「
宇
宙
間
の
秘
密
の
美
」
と
は
、
い
わ
ば
あ
る
「
宇
宙
」
と
、
別

の
「
宇
宙
」
と
の
関
係
に
つ
い
て
示
唆
し
て
い
る
の
だ
と
読
む
こ
と
が
で
き
る
。
象
徴
主
義
に
お
け
る
、
所
謂
大
宇
宙
と

小
宇
宙
と
の
照
応
関
係
を
想
起
す
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
つ
ま
り
影
像
は
、
小
宇
宙
と
大
宇
宙
と
を
媒
介
す
る
も
の
で
あ

っ
て
、
そ
の
際
に
働
く
想

イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン

像
力
を
喚
起
す
る
も
の
で
あ
る
と
み
な
し
得
る
。
写
真
に
映
し
出
さ
れ
た
現
実
的
な
対
象
の
影

像
が
、「
新
し
い
実
在
性
と
美
」
を
垣
間
見
さ
せ
る
と
言
い
換
え
ら
れ
よ
う
か
。

二
つ
目
の
例
は
、
ブ
ラ
ッ
サ
イ（
一
八
九
九
〜
一
九
八
四
）の
二
枚
の
写
真
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
は
「
夜
想
」
と
タ
イ
ト

ル
が
付
け
ら
れ
て
お
り
、
十
八
世
紀
イ
ギ
リ
ス
の
詩
人
エ
ド
ワ
ー
ド
・
ヤ
ン
グ（
一
六
八
三
〜
一
七
六
五
）の
一
連
の
詩
に

対
し
て
、
ブ
ラ
ッ
サ
イ
が
い
わ
ば
写
真
の
「
挿
絵
」
を
組
み
合
わ
せ
た
も
の
で
あ
る
が
、
実
際
に
ブ
ラ
ッ
サ
イ
が
ヤ
ン
グ

写真①
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の
詩
篇
「
夜
想
」
か
ら
、
ど
の
詩
を
選
択
し
て
写
真
と
組
み
合
わ
せ
た
か
に
つ
い
て
、
瀧
口
は
明
か
に
し
て
い
な
い

（
32
）。

さ
て
、
瀧
口
は
そ
れ
ら
に
つ
い
て
「
写
真
と
超
現
実
主
義
」
で
、

こ
の
写
真
を
見
る
と
、
過
ぎ
易
い
美
が
、
夜
の
大
き
な
肌
の
中
に
ま
た
ゝ
い
て
ゐ
る
の
を
感
じ
る
。
写
真
の
み
が
、

そ
ん
な
瞬
間
の
美
を
定
着
し
う
る
の
で
あ
ら
う
。
ヤ
ン
グ
の
や
う
に
、
十
八
世
紀
の
古
い
詩
に
近
代
の
写
真
で
挿
絵

を
す
る
こ
と
は
、
そ
れ
だ
け
で
古
い
詩
の
思
想
が
若
返
る
こ
と
だ
。（

33
）

ブ
ラ
ッ
サ
イ
は
包
容
力
の
広
い
作
家
で
あ
つ
て
多
く
の
グ
ラ
フ
雑
誌
に
も
仕
事
を
し
て
ゐ
る
が
、
彼
も
ま
た
詩
を

理
解
す
る
す
ぐ
れ
た
写
真
家
の
一
人
で
あ
る
。（
略
）
も
し
、
ヤ
ン
グ
の
「
夜
想
」
全
編
が
か
う
し
た
美
し
い
写
真

の
挿
絵
に
よ
つ
て
出
版
さ
れ
た
ら
ど
う
で
あ
ら
う
。（
略
）
詩
と
の
協
力
に
よ
つ
て
、
写
真
が
曾
て
絵
画
の
領
域
を

超
え
た
や
う
に
、
詩
の
微
妙
な
境
界
を
も
超
え
て
ゆ
く
だ
ら
う
。（

34
）

と
述
べ
て
い
る
。
取
り
上
げ
ら
れ
た
二
枚
の
写
真
に
写
っ
て
い
る
の
は
、
燈
火
に
誘
わ
れ
て
飛
来
し
、
窓
ガ
ラ
ス
に
止
ま

っ
て
羽
を
広
げ
て
い
る
蛾
と
、
深
夜
の
地
下
鉄
駅
の
壁
に
映
し
出
さ
れ
た
柱
の
影
で
あ
る
（
写
真
②
参
照
）。
夜
は
、
昼

を
生
き
て
い
る
も
の
に
と
っ
て
、
束
の
間
の
休
息
の
時
間
帯
で
あ
ろ
う
が
、
一
方
で
、
そ
の
時
間
帯
に
だ
け
息
を
吹
き
返

す
、「
過
ぎ
易
い
美
」そ
の
も
の
の
気
配
に
満
ち
て
い
る
よ
う
で
も
あ
る
。
そ
れ
と
も
、
夜
自
体
が
生
命
そ
の
も
の
な
の
か
、

そ
の
「
大
き
な
肌
の
中
に
」、「
過
ぎ
易
い
美
」
が
瞬
い
て
い
る
と
い
う
。
そ
の
一
瞬
の
美
の
瞬
き
は
、
光
の
量
や
見
る
角

度
に
よ
っ
て
偶
然
に
姿
を
見
せ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
あ
る
均
衡
を
失
え
ば
崩
壊
し
て
し
ま
う
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
い
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ず
れ
に
せ
よ
、
こ
れ
ら
の
写
真
は「
過
ぎ
易
い
美
」・「
瞬

間
の
美
」
が
定
着
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
感
じ
取

れ
よ
う
。
そ
し
て
そ
れ
ら
の
影
像
の
美
に
よ
っ
て
、「
古

い
詩
の
思
想
が
若
返
」
る
こ
と
も
納
得
さ
れ
る
。
だ
が

そ
れ
ば
か
り
で
な
く
、
詩
（
言
葉
）
の
領
域
の
「
微
妙

な
境
界
」
を
も
超
え
た
新
た
な
芸
術
が
生
ま
れ
る
可
能

性
を
も
、
瀧
口
は
見
て
い
る
。

こ
こ
ま
で
の
考
察
に
よ
っ
て
、
瀧
口
に
と
っ
て
〈
記

録
写
真
〉
と
は
、「
主
観
的
な
感
情
を
最
小
限
に
還
元
」

し
て
撮
影
さ
れ
た
対
象
に
お
い
て
、「
新
し
い
実
在
性

と
美
の
証
拠
」
を
提
示
す
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
う
つ

ろ
い
易
い
「
瞬
間
の
美
」
を
定
着
さ
せ
た
も
の
で
あ
る

こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
過
去
の

詩
想
に
新
た
な
生
命
を
与
え
、
言
葉
の
芸
術
で
あ
る
詩

（
文
学
）と
写
真
と
の
境
界
、
ま
た
詩
そ
の
も
の
の
領
域

（
限
界
）を
、
影
像
と
そ
れ
に
喚
起
さ
れ
た
想
像
力
に
よ

っ
て
超
え
て
い
く
こ
と
に
も
関
わ
っ
て
い
た
。
こ
の
こ

と
が
、
ま
さ
に
瀧
口
独
特
の
〈
記
録
写
真
〉
の
美
学
だ

写真②
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っ
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
さ
ら
に
〈
記
録
写
真
〉
の
美
学
は
、
写
真
の
領
域
を
も
超
え
て
い
く
。

（
記
録
写
真
と
は
―
引
用
者
註
）
単
に
記
録
性
と
い
ふ
点
か
ら
す
れ
ば
、
従
来
の
絵
画
追
従
の
芸
術
写
真
に
対
す

る
世
界
的
な
反
動
、
所
謂
リ
ア
ル
・
フ
オ
ー
ト
の
出
現
と
も
見
ら
れ
る
が
、
換
言
す
れ
ば
写
真
美
学
の
み
な
ら
ず
新

し
い
美
学
に
と
つ
て
物オ

ブ
ジ
エ体

の
発
見
と
い
ふ
こ
と
に
も
拘
は
る
広
汎
な
動
き
だ
と
も
い
へ
る
。（

35
）

瀧
口
は
〈
記
録
写
真
〉
の
美
学
の
向
こ
う
に
、
ジ
ャ
ン
ル
を
超
越
し
た
「
新
し
い
美
学
」
の
構
築
を
も
志
向
し
て
い
た
。

そ
れ
は
「
物オ

ブ
ジ
エ体

の
発
見
と
い
ふ
こ
と
に
も
拘
は
る
広
汎
な
動
き
」
で
も
あ
る
と
い
う
。
そ
の
「
物オ

ブ
ジ
エ体

の
発
見
」
と
は
ど
の

よ
う
な
こ
と
な
の
だ
ろ
う
か
。
次
節
に
お
い
て
検
討
す
る
。

②　

物
体
の
発
見

瀧
口
は
一
九
三
八
年
、
彼
の
物
体
に
対
す
る
認
識
が
集
約
的
に
提
示
さ
れ
て
い
る
評
論
「
物
体
の
位
置
」（

36
）

を
書
い

て
い
る
。あ

ら
ゆ
る
物
体
に
は
、
意
識
的
で
あ
る
と
同
時
に
実
際
的
な
利
用
に
通
ず
る
道
と
、
無
意
識
的
で
あ
る
と
同
時
に

潜
在
的
な
意
味
に
通
ず
る
道
と
の
二
つ
が
認
め
ら
れ
る
。（
略
・
引
用
者
）
も
っ
と
も
広
い
意
味
に
解
釈
す
る
な
ら

ば
、
わ
れ
わ
れ
が
特
殊
な
風
景
（
そ
れ
は
岩
で
あ
ろ
う
と
、
山
で
あ
ろ
う
と
）
に
直
面
し
て
感
ず
る
説
明
し
が
た
い
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不
思
議
な
顫
慄
も
、
詩
的
な
対マ

マ称
が
わ
れ
わ
れ
の
精
神
に
喚
び
覚
ま
す
捕
捉
し
が
た
い
昂
揚
感
も
、
究
極
に
お
い
て
、

オ
ブ
ジ
ェ
の
潜
在
的
内
容
の
作
用
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
い
わ
ば
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
オ
ブ

ジ
ェ
は
、
こ
う
し
た
物
体
認
識
の
再
開
発
に
ほ
か
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。（

37
）

「
物オ

ブ
ジ
エ体

の
発
見
」
と
は
、
物
体
を
媒
介
し
て
事
物
の
「
無
意
識
的
で
あ
る
と
同
時
に
潜
在
的
な
意
味
」
を
知
る
こ
と
だ

と
み
な
せ
よ
う
。
そ
れ
は
「
特
殊
な
光
景
」
に
直
面
し
て
感
じ
る
「
説
明
し
が
た
い
不
思
議
な
顫
慄
」
や
、
詩
的
な
対
象

が
「
わ
れ
わ
れ
の
精
神
に
喚
び
覚
ま
す
捕
捉
し
が
た
い
昂
揚
感
」
に
相
通
じ
る
も
の
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、

物
体
を
見
た
時
の
あ
る
種
の
感
動
と
、
詩
が
も
た
ら
す
そ
れ
と
の
共
通
点
を
述
べ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
ま
さ
し
く
、
影
像

に
喚
起
さ
れ
た
想
像
力
の
作
用
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
瀧
口
に
お
い
て
、
物
体
と
言
葉
と
は
、
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
っ
た
の
か
。

一
九
七
二
年
七
月
、
画
家
加
納
光
於
（
一
九
三
三
〜
）
と
詩
人
大
岡
信
の
共
作
物オ

ブ
ジ
エ体

に
対
し
て
瀧
口
が
寄
せ
た
「
ア
ラ

ラ
ッ
ト
の
船
あ
る
い
は
空
の
蜜
へ
小
さ
な
透
視
の
日
々
」
と
い
う
詩
に
よ
っ
て
そ
れ
が
窺
え
る
。
す
な
わ
ち
、

物
資マ

マ

そ
の
も
の
が
、
物
か
ら
一
瞬
離
れ
て
、
言
葉
と
な
る
こ
と
が
あ
る
。

言
葉
と
な
る
、
と
は
い
つ
も
曖
昧
な
言
葉
だ
が
、

お
そ
ら
く
そ
れ
は
質
に
還
る
瞬
間
だ
。（

38
）

「
物
資
」（「
物
体
」
の
誤
植
と
思
わ
れ
る
）
が
言
葉
と
な
り
「
質
に
還
る
瞬
間
」
と
は
、
そ
の
物
体
を
根
本
的
に
成
り
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立
た
せ
て
い
る
性
質
が
、
際
立
っ
て
現
わ
れ
出
る
「
瞬
間
」
と
で
も
い
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
。
物
体
の
「
質
」
を
掬
い
上

げ
た
と
き
、
発
せ
ら
れ
る
言
葉
は
、
直
観
的
に
捉
え
ら
れ
る
真
理
の
よ
う
な
も
の
を
表
わ
す
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
と

も
そ
の
「
瞬
間
」
と
は
、
物
体
と
言
葉
と
が
全
く
同
じ
も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
、
そ
の
時
の
こ
と
な
の
だ
ろ
う
か
。
少

な
く
と
も
、
い
ず
れ
の
場
合
も
、
言
葉
は
物
体
と
緊
密
な
関
係
を
結
ぶ
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
緊
密
な
関
係
と
い
う
よ
り

も
、
物
体
そ
の
も
の
が
言
葉
で
あ
り
、
言
葉
そ
の
も
の
が
物
体
で
あ
る
こ
と
だ
と
も
言
え
よ
う
。
つ
ま
り
瀧
口
に
お
い
て

物
体
は
、「
質
に
還
る
瞬
間
」
を
も
た
ら
す
と
い
う
点
に
お
い
て
、
言
葉
と
同
様
の
も
の
だ
っ
た
。

こ
の
こ
と
を
敷
衍
す
れ
ば
、
物
体
と
言
葉
は
、
そ
れ
ぞ
れ
別
の
媒
体
で
あ
り
な
が
ら
、「
オ
ブ
ジ
ェ
の
潜
在
的
内
容
」

を
媒
介
す
る
点
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
置
き
換
え
得
る
と
言
え
よ
う
か
。

「
オ
ブ
ジ
ェ
の
潜
在
的
内
容
」
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
瀧
口
は
写
真
批
評
に
お
い
て
言
い
換
え
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

一
九
三
八
年
に
発
表
さ
れ
た
「
写
真
と
超
現
実
主
義
」
で
は
、「
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
写
真
」
に
対
し
て
「
読
者
が
ひ

よ
つ
と
し
て
持
た
れ
る
か
も
知
れ
な
い
誤
解
の
一
つ
を
解
い
て
お
き
た
い
」
と
前
置
き
し
た
上
で
、「
写
真
と
は
文
字
通

り
現
実
を
う
つ
す
も
の
で
あ
る
か
ら
写
真
の
超
現
実
主
義
と
い
ふ
の
は
、
故
意
に
原
画
を
歪
曲
し
た
り
、
切
り
抜
い
た
り

す
る
こ
と
で
終
始
す
る
も
の
で
は
な
い
」
と
述
べ
、
一
方
で
「
写
真
と
は
か
な
ら
ず
現
実
を
あ
り
の
ま
ゝ
に
再
現
す
る
も

の
だ
と
い
ふ
や
う
な
素
朴
な
誤
謬
」
を
抱
く
の
も
間
違
い
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た（

39
）。

そ
し
て
瀧
口
は
、「
無
意
識
の

う
ち
に
飛
び
去
る
現
象
を
眼
前
に
ス
ナ
ツ
プ
す
る
こ
と
」
に
よ
っ
て
、「
日
常
現
実
の
ふ
か
い
襞
の
か
げ
に
秘
ん
で
ゐ
る

美
を
見
出
す
こ
と
」
の
重
要
性
を
訴
え
て
い
る（

40
）。

こ
の
「
日
常
現
実
の
ふ
か
い
襞
の
か
げ
に
秘
ん
で
ゐ
る
美
」
を
、「
オ

ブ
ジ
ェ
の
潜
在
的
内
容
」
と
言
い
換
え
て
も
差
し
支
え
あ
る
ま
い
。

さ
て
こ
こ
で
、「
原
画
を
歪
曲
し
た
り
、
切
り
抜
い
た
り
す
る
」、
い
わ
ゆ
る
コ
ラ
ー
ジ
ュ
の
手
法
で
は
な
く
、「
ス
ナ
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ツ
プ
」
の
重
要
性
を
瀧
口
が
示
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
彼
が
記
録
と
い
う
方
法
を
重
視
し
て
い
た
こ
と
に
他
な
ら
な

い
。「
ス
ナ
ツ
プ
」
に
よ
っ
て
捉
え
ら
れ
た
「
超
現
実
性
に
お
け
る
（
略
・
引
用
者
）
偏
在
性
と
日
常
性
と
は
、
写
真
と

い
ふ
も
の
に
よ
つ
て
、
も
つ
と
理
想
的
に
説
明
さ
れ
る
」（

41
）

と
い
う
見
解
も
、
写
真
に
よ
る
記
録
と
い
う
手
法
に
、「
新

し
い
実
在
性
の
美
」
の
「
熾
烈
な
証
拠
」
を
捉
え
る
と
い
う
影
像
の
可
能
性
を
託
す
気
持
ち
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

ま
さ
し
く
、「
写
真
の
偉
大
な
機
能
は
、人
間
の
影
像
の
機
能
を
も
解
放
す
る
。
か
つ
て
詩
人
が
空
想
ゆ
た
か
に
歌
ひ
出
た
、

不
思
議
な
影
像
の
世
界
も
、
写
真
の
幻
想
的
メ
カ
ニ
ス
ム
に
よ
れ
ば
容
易
に
解
決
さ
れ
て
し
ま
ふ
だ
ら
う
」（

42
）

と
述
べ

て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
そ
れ
が
知
ら
れ
る
。

瀧
口
の
場
合
、「
幻
想
」
と
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
言
う
の
だ
ろ
う
か
、「
幻
想
芸
術
の
機
能
」（『D

E
S

E
G

N
O

』
第

五
号
、
一
九
三
七
年
一
一
月
）
と
い
う
評
論
で
、「
幻
想
」
を
「
自
然
の
物
質
的
な
オ
ー
ト
マ
テ
ィ
ス
ム
」（

43
）

と
関
連
づ

け
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

本
来
オ
ー
ト
マ
テ
ィ
ス
ム
は
幻
想
の
源
泉
で
あ
る
と
同
時
に
、
物
質
の
真
実
性
の
そ
れ
で
も
あ
る
だ
ら
う
。（
略
）

幻
想
は
現
実
を
遊
離
す
る
と
い
ふ
見
方
は
、
皮
相
な
も
の
で
あ
つ
て
、
そ
れ
が
一
層
高
い
レ
ア
リ
テ
の
メ
カ
ニ
ス
ム

と
し
て
作
用
す
る
場
合
を
、
除
外
す
る
わ
け
に
は
ゆ
か
な
い
。（

44
）

こ
こ
で
は
自
然
の
物
体
の
鑑
賞
に
よ
っ
て
、「
幻
想
の
源
泉
」
に
結
ば
れ
て
い
る
「
オ
ー
ト
マ
テ
イ
ス
ム
」
が
喚
起
さ
れ
、

そ
の
「
オ
ー
ト
マ
テ
イ
ス
ム
」
に
よ
っ
て
、
単
な
る
自
然
を
超
え
た
「
一
層
高
い
レ
ア
リ
テ
」
に
至
る
こ
と
が
言
わ
れ
て

い
る
。
換
言
す
れ
ば
、「
オ
ー
ト
マ
テ
イ
ス
ム
」
と
い
う
「
無
意
識
」
の
自
動
的
な
働
き
を
通
し
て
、
自
然
の
物
体
に
お
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い
て「
物
質
の
真
実
性
」を
見
出
そ
う
と
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
物
体
に
触
発
さ
れ
て
想
像
力
が
働
き
始
め
、「
一

層
高
い
レ
ア
リ
テ
」
が
捉
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
、「
一
層
高
い
レ
ア
リ
テ
」
に
至
る
、
対
象
に
触
発
さ
れ
た
一
連
の
「
オ
ー
ト
マ
テ
イ
ス
ム
」
の
働
き
を
、

瀧
口
は
「
幻
想
」
と
捉
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
、「
一
層
高
い
レ
ア
リ
テ
」
を
「
新
し
い
実
在
性
と
美
」
と
同
義
で

あ
る
と
み
な
し
て
も
、
間
違
い
で
は
あ
る
ま
い
。

で
は
、
な
ぜ
「
新
し
い
実
在
性
と
美
」
や
「
一
層
高
い
レ
ア
リ
テ
」
が
発
見
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。

そ
れ
は
、
瀧
口
の
芸
術
的
野
望
、
あ
る
い
は
彼
の
生
き
る
目
的
そ
の
も
の
と
も
言
え
る
、「
我
々
の
無
意
識
の
力
を
喚

起
す
る
新
し
い
象
徴
の
客
観
化
」（

45
）

と
、
そ
の
体
系
化
の
た
め
で
あ
る
と
み
な
さ
れ
る
。

す
な
わ
ち
、
瀧
口
は
一
九
三
六
年
九
月
『
エ
コ
ー
ル
・
ド
・
東
京
』
第
一
号
に
「
超
現
実
主
義
の
前
衛
的
意
義
」
と
い

う
評
論
を
発
表
し
、
そ
こ
で
芸
術
に
お
け
る
創
造
的
な
原
理
と
し
て
の
想
像
力
の
重
要
性
を
強
く
訴
え
て
、「
前
衛
芸
術

の
新
し
い
必
然
性
」
と
し
て
「
我
々
の
無
意
識
の
力
を
喚
起
す
る
新
し
い
象
徴
の
客
観
化
」
の
追
求
を
主
張
し
て
い
る
の

だ
が
、
実
際
、
こ
の
こ
と
は
、
瀧
口
の
生
涯
に
亘
る
様
々
な
芸
術
活
動
を
通
し
て
追
い
求
め
ら
れ
た
の
だ
っ
た
。
そ
れ
を

支
え
る
〈
記
録
写
真
〉
の
美
学
、
つ
ま
り
、
想
像
力
を
重
視
し
た
影
像
と
実
在
の
美
学
が
、
三
〇
年
代
に
結
晶
し
た
こ
と

の
意
義
は
大
き
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、時
代
が
要
請
す
る
リ
ア
リ
ズ
ム
を
重
視
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

逆
に
想
像
力
の
重
要
性
を
訴
え
た
の
で
あ
る
。〈
記
録
写
真
〉
の
美
学
は
、
時
代
の
必
然
で
あ
っ
た
反
面
、「
我
々
の
無
意

識
の
力
を
喚
起
す
る
新
し
い
象
徴
の
客
観
化
」
を
希
求
す
る
瀧
口
と
い
う
存
在
な
く
し
て
は
、
構
築
さ
れ
な
か
っ
た
美
学

で
あ
っ
た
。
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４　

結
び

瀧
口
の
〈
記
録
写
真
〉
の
美
学
は
、
言
わ
ば
リ
ア
リ
ズ
ム
と
想
像
力
を
止
揚
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
高
次
の

現レ
ア
リ
テ

実
性
を
希
求
す
る
も
の
で
あ
り
、
物
体
と
精
神
と
の
「
精
神
弁
証
法
」
で
も
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
媒
体
の
違
い
を
超
え

た
、
あ
ら
ゆ
る
芸
術
分
野
に
関
わ
る
美
学
だ
と
言
っ
て
も
間
違
い
で
は
あ
る
ま
い
。

瀧
口
は
戦
後
、
若
い
芸
術
家
た
ち
の
作
品
に
も
こ
の
〈
記
録
写
真
〉
の
美
学
を
見
出
し
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
重
要
な

も
の
の
一
つ
は
、
写
真
家
奈
良
原
一
高
（
一
九
三
一
〜
）
の
、「
消
滅
し
た
時
間
」
と
名
付
け
ら
れ
た
一
連
の
作
品
で
あ

ろ
う
。
そ
れ
に
つ
い
て
瀧
口
は
、
死
の
二
年
前
の
一
九
七
七
年
「
不
思
議
の
国
異
聞
」
と
い
う
エ
ッ
セ
イ
に
お
い
て
、
次

の
よ
う
に
書
き
残
し
て
い
る
。

奈
良
原
一
高
が
写
真
家
と
し
て
の
長
い
海
外
遍
歴
の
あ
い
だ
に
果
た
し
て
き
た
輝
か
し
い
仕
事
、
そ
の
足
跡
に

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
風
土
に
対
す
る
鋭
敏
な
反
応
、
と
り
わ
け
時
間
・
空
間
関
係
の
微
妙
な
変
化
の
諸
相
に
対
す
る
幻

視
的
と
も
い
え
る
直
観
が
深
く
刻
ま
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
彼
は
カ
メ
ラ
を
も
つ
詩
人
な
の
で
あ
る
。（
略
）

日
々
の
慣
習
に
磨
り
減
ら
さ
れ
て
し
ま
っ
た
同
一
性
に
つ
い
て
の
真
の
感
性
か
ら
遠
く
離
れ
て
、
い
ま
も
う
ひ
と

つ
の
現
実
が
あ
る
ら
し
く
、
そ
れ
が
何
か
知
ら
未
知
の
ち
か
ら
に
よ
っ
て
生
気
を
吹
き
込
ま
れ
て
、
不
意
に
わ
れ
わ

れ
の
前
に
立
ち
現
わ
れ
る
か
と
見
え
る
。
こ
の
瞬
間
こ
そ
、
き
わ
め
て
自
然
な
日
常
の
光
景
が
、
超
自
然
的
と
い
う

か
、
か
つ
て
見
た
こ
と
も
な
い
不
可
思
議
な
光
景
と
ひ
と
し
く
肩
を
な
ら
べ
る
と
き
だ
。
そ
こ
に
は
ど
こ
か
別
な
風

に
存
在
す
る
不
思
議
の
国
へ
の
鍵
が
見
出
せ
る
だ
ろ
う
。（

46
）
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「
同
一
性
に
つ
い
て
の
真
の
感
性
」
は
、「
日
々
の
慣
習
」
の
な
か
で
「
磨
り
減
ら
さ
れ
て
し
ま
っ
た
」。
そ
の
こ
と
に

よ
っ
て
、「
現
実
」
は
二
つ
に
分
断
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
、
人
々
が
日
常
的
か
つ
慣
習
的
に
生
き
て
い
る
現
実
と
は
別
の
、

い
わ
ば
「
も
う
ひ
と
つ
の
現
実
」
と
も
言
え
る
世
界
は
、
簡
単
に
見
出
せ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
ら
し
い
。
し
か
し
そ
の

「
も
う
ひ
と
つ
の
現
実
」
が
、「
何
か
知
ら
未
知
の
ち
か
ら
に
よ
っ
て
生
気
を
吹
き
込
ま
れ
て
、
不
意
に
わ
れ
わ
れ
の
前
に

立
ち
現
わ
れ
る
」
瞬
間
が
あ
る
と
い
う
。
そ
れ
は
「
き
わ
め
て
自
然
な
日
常
の
光
景
」
の
中
に
、「
か
つ
て
見
た
こ
と
も

な
い
不
可
思
議
な
光
景
」
を
見
出
し
た
瞬
間
で
あ
る
。
そ
の
「
不
可
思
議
な
光
景
」
は
、「
ど
こ
か
別
な
風
に
存
在
す
る

不
思
議
の
国
」
へ
の
入
り
口
で
、
そ
こ
に
は
「
不
思
議
の
国
」
の
扉
を
開
く
「
鍵
」
が
落
ち
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
い

ず
れ
に
せ
よ
瀧
口
は
、
そ
の
最
晩
年
に
至
っ
て
も
、
な
お
影
像
と
実
在
の
美
学
を
風
化
さ
せ
ず
、「
ど
こ
か
別
な
風
に
存

在
す
る
不
思
議
の
国
」
を
垣
間
見
さ
せ
て
く
れ
る
、「
新
し
い
実
在
性
と
美
」
を
求
め
続
け
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
エ
ッ
セ
イ
で
瀧
口
は
、
ギ
リ
シ
ア
の
哲
学
者
で
あ
る
ヘ
ラ
ク
レ
イ
ト
ス
（
紀
元
前
五
四
〇
年
頃
〜
紀
元
前
四
八
〇

年
頃
）
の
言
葉
と
さ
れ
る
「
夜
と
昼
と
は
ひ
と
つ
の
も
の
」
を
引
い
て
い
る
。
ヘ
ラ
ク
レ
イ
ト
ス
は
、
対
立
す
る
よ
う
に

見
え
る
も
の
で
も
、
転
変
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
同
じ
一
つ
の
も
の
と
な
る
こ
と
を
ロ
ゴ
ス
と
み
な
し
た
。
た
と
え
ば
、
対

立
す
る
も
の
の
よ
う
で
も
、
昼
は
夜
に
、
夜
は
昼
に
転
じ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
万
物
は
変
化
す
る
が
、
そ
の
変
化
の
過
程

を
通
じ
て
結
合
し
一
体
化
す
る
。
つ
ま
り
、
す
べ
て
は
一
な
り
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
の
意
味
で
、
世
界
は
た
だ
一
つ

な
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
を
瀧
口
は
「
同
一
性
」
と
言
い
表
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
一
な
る
世
界
を
容
易
に
は
把
握
で

き
な
い
が
、「
も
う
ひ
と
つ
の
現
実
」
が
立
ち
現
れ
た
瞬
間
、
そ
れ
を
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
ら
し
い
。
こ
こ
で
言
わ
れ

て
い
る「
も
う
ひ
と
つ
の
現
実
」を
言
い
表
す
た
め
に
瀧
口
は
、「
意
識
に
よ
つ
て
隠
蔽
さ
れ
た
宇
宙
間
の
秘
密
の
美
」・「
意
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識
的
で
あ
る
と
同
時
に
実
際
的
な
利
用
に
通
ず
る
道
と
、
無
意
識
的
で
あ
る
と
同
時
に
潜
在
的
な
意
味
に
通
ず
る
道
」
な

ど
、
様
々
な
表
現
を
用
い
た
。
そ
し
て
、
い
わ
ば
、
た
だ
一
つ
の
完
全
な
る
現
実
―
―
「
ど
こ
か
別
な
風
に
存
在
す
る
不

思
議
の
国
」
―
―
を
追
い
求
め
つ
つ
、「
日
々
の
慣
習
に
磨
り
減
ら
さ
れ
て
し
ま
っ
た
同
一
性
に
つ
い
て
の
真
の
感
性
」
の

復
活
を
、
彼
の
生
涯
を
通
し
て
強
く
主
張
し
続
け
た
の
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
一
九
三
〇
年
代
に
瀧
口
修
造
が
結
晶
さ
せ
た
美
学
の
内
に
、
芸
術
上
の
、
精
神
と
物
質
の
〈
矛
盾
〉
の
解

決
を
読
み
取
っ
た
が
、
同
時
期
の
瀧
口
の
美
学
を
知
る
上
で
重
要
な
〈
矛
盾
〉
の
解
決
が
も
う
一
つ
残
さ
れ
て
い
る
。
そ

れ
は
「
東
洋（
或
は
日
本
）と
西
洋
と
い
ふ
二
系
列
の
文
化
の
矛
盾
の
解
決
」
で
あ
る
。
そ
れ
に
関
し
て
は
、
瀧
口
独
自
の

「
自
然
の
オ
ブ
ジ
ェ
」
観
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
で
き
る
と
思
わ
れ
る
が
、
別
稿
に
お
い
て
論
じ
た
い
。

（
あ
き
も
と　

ゆ
う
こ
・
北
海
学
園
大
学
非
常
勤
講
師
）



199 〈記録写真〉の美学――瀧口修造の場合

﹇
註
﹈

（
1
）
小
沢
節
子
「
思
想
形
成
期
の
瀧
口
修
造　

シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
受
容
と
展
開
」『
非
』
三
号
、
一
九
八
九
年
。

（
2
）
同
書
（
七
〇
頁
）。

（
3
）
島
敦
彦
「
瀧
口
修
造
と
一
九
三
〇
年
代
」『
非
』
三
号
、
一
九
八
九
年
。

（
4
）
同
書
（
九
〇
頁
）。

（
5
）
三
〇
年
代
の
瀧
口
は
、
シ
ュ
ー
ル
レ
ア
リ
ス
ム
美
術
の
批
評
を
著
す
だ
け
で
な
く
、
詩
人
山
中
散
生
（
一
九
〇
五
〜
一
九
七
七
）
と

の
共
同
企
画
で
、
一
九
三
七
年
「
海
外
超
現
実
主
義
作
品
展
」
を
実
現
す
る
。
こ
の
展
覧
会
は
、
同
年
六
月
九
日
か
ら
六
月
一
四
日
ま

で
に
及
ぶ
東
京
で
の
日
程
を
終
え
る
と
、
引
き
続
き
京
都
、
大
阪
、
名
古
屋
で
開
催
さ
れ
た
。
山
中
の
回
想
に
よ
る
と
、「
お
お
む
ね
、

絵
画
の
複
製
写
真
を
主
と
す
る
資
料
的
な
催
し
で
あ
っ
た
に
せ
よ
、
エ
ル
ン
ス
ト
や
タ
ン
ギ
ー
の
グ
ワ
ッ
シ
ュ
、
ミ
ロ
の
水
彩
、
ベ
ル

メ
ー
ル
や
ペ
ン
ロ
ー
ズ
の
デ
ッ
サ
ン
、
ダ
リ
の
エ
ッ
チ
ン
グ
、
マ
ン
・
レ
イ
や
ド
ラ
・
マ
ー
ル
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
写
真
な
ど
、
総
計
約

六
〇
点
の
原
画
が
、
小
品
と
は
い
え
一
堂
に
展
示
さ
れ
た
こ
と
は
、
記
録
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
各
会
場
と
も
、
会
期
が
短
か
か
っ

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
数
千
の
入
場
者
を
か
ぞ
え
て
い
る
」（
山
中
散
生
『
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム　

資
料
と
回
想
』
美
術
出
版

社
、
一
九
七
一
年
、
一
五
五
頁
）と
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
同
時
代
の
最
も
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ
ル
な
シ
ュ
ー
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
芸
術
作
品
が
、

多
く
の
美
術
愛
好
者
を
魅
了
し
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

（
6
）
瀧
口
修
造
著
『
近
代
芸
術
』
は
、
一
九
三
八
年
九
月
発
行
の
三
笠
書
房
版
、
一
九
四
九
年
三
月
発
行
の
三
笠
書
房
、
唯
物
論
全
書
版
、

一
九
五
一
年
一
一
月
発
行
の
三
笠
書
房
、
新
書
版
、
一
九
六
二
年
一
二
月
発
行
の
美
術
出
版
社
、
美
術
選
書
版
の
、
合
計
四
回
刊
行
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
本
で
瀧
口
は
、
キ
ュ
ビ
ズ
ム
か
ら
シ
ュ
ー
ル
レ
ア
リ
ス
ム
お
よ
び
抽
象
芸
術
に
至
る
ま
で
の
、
西
洋
近
代
芸
術
の
諸

問
題
を
論
じ
て
い
る
。

（
7
）
一
九
三
八
年
東
京
で
、
瀧
口
修
造
・
永
田
一
脩
・
阿
部
芳
文
・
今
井
滋
ら
に
よ
る
「
前
衛
写
真
協
会
」
が
結
成
さ
れ
て
い
る
。
同
年

九
月
の
『
フ
ォ
ト
タ
イ
ム
ス
』
誌
に
は
「
前
衛
写
真
座
談
会
」
が
掲
載
さ
れ
、
小
石
清
・
樽
井
芳
雄
・
花
和
銀
吾
・
坂
田
実
・
瀧
口
・
永
田
・

阿
部
・
今
井
ら
、
い
わ
ゆ
る
前
衛
写
真
を
リ
ー
ド
す
る
人
々
に
よ
っ
て
、
前
衛
理
念
の
解
釈
を
巡
る
議
論
や
写
真
の
合
評
な
ど
が
行
な

わ
れ
た
。

（
8
）
大
辻
清
司
「
瀧
口
さ
ん
と
写
真
」
大
岡
信
他
監
修
『
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
・
瀧
口
修
造　

別
巻
』
み
す
ず
書
房
、
一
九
九
八
年（
五
四
九
頁
）。
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（
9
）
笹
沢
美
明
「
ノ
イ
エ
・
ザ
ハ
リ
ヒ
カ
イ
ト
文
学
」『
詩
と
詩
論
』
第
八
冊
、
一
九
三
〇
年
六
月
（
二
一
四
〜
二
一
五
頁
）。

（
10
）
同
書
（
二
一
五
頁
）。

（
11
）
同
右
。

（
12
）
千
葉
宣
一
「
現
代
詩
の
胎
動
」『
日
本
文
学
全
史
（
六
）
現
代
』
学
燈
社
、
一
九
九
八
年
（
五
七
頁
）。

（
13
）
代
表
的
な
作
品
と
し
て
、
ベ
ル
リ
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
写
真
を
詩
に
組
み
合
わ
せ
た
レ
イ
ア
ウ
ト
が
注
目
さ
れ
た
、
北
園
克
衛

（
一
九
〇
二
〜
一
九
七
八
）
構
成
に
よ
る
、
村
野
四
郎
（
一
九
〇
一
〜
一
九
七
五
）
の
詩
集
『
体
操
詩
集
』（
ア
オ
イ
書
房
、
一
九
三
九
年
）

が
あ
る
。

（
14
）「
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
・
フ
ォ
ト
」
を
「
報
道
写
真
」
と
訳
し
た
の
は
、
写
真
評
論
家
伊
奈
信
男
（
一
八
九
八
〜
一
九
七
八
）
で
あ
る
。

伊
奈
の
評
論
「
現
代
の
写
真
と
そ
の
理
論
」（『
セ
ル
パ
ン
』、
一
九
三
五
年
一
一
月
、
八
六
頁
）
に
よ
る
と
「
報
道
写
真
」
と
は
「
自
然

と
人
生
と
の
あ
ら
ゆ
る
現
象
と
事
実
と
を
幾
枚
か
の
『
組
写
真
』
に
よ
つ
て
報
道
す
る
も
の
」
で
あ
り
、「
主
と
し
て
印
刷
化
を
通
じ
て

行
は
れ
」、「
大
衆
的
伝
達
」
を
可
能
と
し
、
よ
っ
て
「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
形
成
の
た
め
の
絶
大
な
る
武
器
」
で
あ
る
と
い
う
。

（
15
）
戦
争
記
録
映
画
と
し
て
、
代
表
的
な
も
の
に『
空
の
少
年
兵
』（
井
上
莞
撮
影
監
督
、
芸
術
映
画
社
、
一
九
四
一
年
）、『
マ
レ
ー
戦
記
』（
飯

田
心
美
・
三
木
茂
構
成
、
日
映
、
一
九
四
二
年
）、『
轟
沈
』（
坂
斎
小
一
郎
撮
影
、
渡
辺
義
美
演
出
、
日
映
、
一
九
四
四
年
）な
ど
が
あ
る
。

な
お
、
記
録
映
画
監
督
亀
井
文
夫（
一
九
〇
八
〜
一
九
八
七
）は
、
陸
軍
省
の
依
頼
と
後
援
に
よ
っ
て
、
記
録
映
画『
上
海
』（
一
九
三
八
）

と
『
戦
ふ
兵
隊
』（
一
九
三
九
）
を
制
作
し
た
が
、
こ
の
う
ち
『
戦
ふ
兵
隊
』
は
、
戦
い
に
疲
れ
た
兵
士
の
顔
や
戦
火
に
追
わ
れ
て
逃
げ

ま
ど
う
中
国
人
の
様
子
が
、
国
民
の
厭
戦
感
を
煽
る
と
し
て
、
公
開
禁
止
に
な
っ
て
い
る
。

（
16
）「
フ
ォ
ト
グ
ラ
ム
」
は
、
印
画
紙
の
上
に
直
接
物
を
載
せ
て
光
を
当
て
感
光
さ
せ
る
技
法
で
、
写
真
家
マ
ン
・
レ
イ
は
「
レ
イ
ヨ
グ
ラ

フ
」
と
呼
ん
で
い
た
。「
ソ
ラ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
」
は
、
マ
ン
・
レ
イ
の
用
い
た
技
法
で
、
モ
ノ
ク
ロ
写
真
の
白
（
ポ
ジ
）
と
黒
（
ネ
ガ
）

を
、
現
像
時
の
露
光
過
多
に
よ
っ
て
反
転
さ
せ
る
手
法
で
あ
る
。

（
17
）
昭
和
初
年
代
の
所
謂
「
新
興
写
真
」
と
、
昭
和
一
〇
年
代
の
「
前
衛
写
真
」
に
は
、
東
京
だ
け
で
は
な
く
、
地
方
の
写
真
家
の
活
躍

が
見
ら
れ
る
。
関
西
で
は
一
九
三
〇
年
、
中
山
岩
太
・
ハ
ナ
ヤ
勘
兵
衛
・
紅
谷
吉
之
助
・
松
原
重
三
ら
に
よ
る
「
芦
屋
カ
メ
ラ
ク
ラ
ブ
」

が
結
成
さ
れ
、
さ
ら
に
「
新
興
写
真
研
究
会
」
が
『
フ
ォ
ト
タ
イ
ム
ス
』
主
宰
木
村
専
一
に
よ
り
結
成
さ
れ
て
、
独
逸
新
興
写
真
運
動

か
ら
刺
激
を
う
け
た
小
石
清
の
活
躍
を
見
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
一
九
三
七
年
に
は
、
樽
井
芳
雄
・
花
和
銀
吾
・
平
井
輝
七
・
本
庄
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光
郎
ら
に
よ
る
「
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
造
影
集
団
」
が
結
成
さ
れ
て
い
る
。
名
古
屋
で
は
一
九
三
四
年
、
坂
田
稔
・
山
中
散
生
・
下
郷

羊
雄
ら
に
よ
る
「
な
ご
や
・
ふ
お
と
・
ぐ
る
つ
ぺ
」
が
結
成
さ
れ
、
ま
た
一
九
三
七
年
に
山
中
・
下
郷
ら
に
よ
る
「
ナ
ゴ
ヤ
ア
バ
ン
ガ

ル
ド
ク
ラ
ブ
」
が
結
成
さ
れ
て
お
り
、
一
九
三
九
年
に
は
「
ナ
ゴ
ヤ
ア
バ
ン
ガ
ル
ド
ク
ラ
ブ
」
の
写
真
部
会
で
あ
る
「
ナ
ゴ
ヤ
・
フ
ォ

ト
ア
バ
ン
ガ
ル
ド
」
に
発
展
し
て
い
く
。
こ
の
「
ナ
ゴ
ヤ
・
フ
ォ
ト
ア
バ
ン
ガ
ル
ド
」
で
は
山
本
悍
右
の
活
躍
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

福
岡
で
は
一
九
三
九
年
、
高
橋
渡
・
久
野
久
ら
に
よ
り
「
ソ
シ
エ
テ
・
イ
ル
フ
」
が
結
成
さ
れ
て
い
る
。

（
18
）
小
石
清
「
カ
メ
ラ
黄
金
時
代
」『
撮
影
・
作
画
の
新
技
法
』
玄
光
社
、
一
九
三
六
年
一
〇
月
。

（
19
）
瀧
口
修
造
「
写
真
と
超
現
実
主
義
」『
フ
ォ
ト
タ
イ
ム
ス
』、
一
九
三
八
年
二
月
。

（
20
）
瀧
口
修
造「
写
真
と
超
現
実
主
義
」大
岡
信
他
監
修『
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
・
瀧
口
修
造（
一
二
）』み
す
ず
書
房
、
一
九
九
三
年（
二
五
五
頁
）。

（
21
）
竹
中
久
七
「
シ
ユ
ー
ル
・
レ
ア
リ
ス
ム
研
究
」『
ア
ト
リ
ヱ
』〈
一
月
特
集　

研
究
号
〉、
一
九
三
〇
年
一
月
（
三
四
頁
）。

（
22
）
ブ
ル
ト
ン
著
、
森
本
和
夫
訳
「
シ
ュ
ー
ル
レ
ア
リ
ス
ム
第
二
宣
言
」『
シ
ュ
ー
ル
レ
ア
リ
ス
ム
宣
言
集
』
現
代
思
潮
社
、
一
九
九
二

年
（
九
〇
頁
）。

（
23
）
ブ
ル
ト
ン
は
一
九
三
四
年
六
月
一
日
、
ベ
ル
ギ
ー
の
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
に
お
い
て
、「
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
と
は
何
か
」
と
い
う
講
演

を
行
っ
て
い
る
。

（
24
）
瀧
口
修
造
の
評
論
「
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
と
は
何
か
？
」
は
三
章
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
章
に
（
一
）、（
二
）、（
三
）

の
番
号
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
。（
一
）
は
一
九
三
七
年
一
〇
月
、（
二
）
は
一
九
三
七
年
一
一
月
、（
三
）
は
一
九
三
八
年
一
月
の
詩
雑
誌

『
蝋
人
形
』
に
そ
れ
ぞ
れ
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
25
）
瀧
口
修
造
「
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
と
は
何
か
？
」
大
岡
信
他
監
修
『
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
・
瀧
口
修
造
（
一
二
）』
み
す
ず
書
房
、

一
九
九
三
年
（
一
四
八
頁
）。

（
26
）
同
右
。

（
27
）
同
書
（
一
五
八
頁
）。

（
28
）
瀧
口
修
造
「
記
録
写
真
と
ア
メ
リ
カ
Ｆ
Ｓ
Ａ
の
写
真
」
大
岡
信
他
監
修
『
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
・
瀧
口
修
造
（
一
三
）』
み
す
ず
書
房
、

一
九
九
五
年
（
四
三
〜
四
四
頁
）。

（
29
）
瀧
口
修
造
「
前
衛
写
真
試
論
」『
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
・
瀧
口
修
造
（
一
二
）』（
五
三
二
頁
）。
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（
30
）
瀧
口
修
造
「
写
真
と
超
現
実
主
義
」『
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
・
瀧
口
修
造
（
一
二
）』（
二
五
六
頁
）。

（
31
）
瀧
口
修
造
「
マ
ン
レ
イ
」
大
岡
信
他
監
修
『
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
・
瀧
口
修
造
（
一
一
）』
み
す
ず
書
房
、
一
九
九
一
年
（
二
三
五
頁
）。

（
32
）
本
論
文
で
紹
介
し
た
ブ
ラ
ッ
サ
イ
の
写
真
②
は
、
一
九
三
五
年
六
月
一
〇
日
発
行
の
フ
ラ
ン
ス
の
美
術
雑
誌
『
ミ
ノ
ト
ー
ル
』（
発
行

者
ア
ル
ベ
ー
ル
・
ス
キ
ラ
、
美
術
主
幹
Ｅ
・
テ
リ
ヤ
ー
ド
、
一
九
三
三
年
六
月
〜
一
九
三
九
年
五
月
）
第
七
号
に
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
瀧

口
も
そ
れ
を
見
た
こ
と
が
推
察
で
き
る
。『
ミ
ノ
ト
ー
ル
』
第
七
号
に
は
、
ブ
ラ
ッ
サ
イ
お
よ
び
マ
ン
・
レ
イ
に
よ
る
十
六
枚
の
写
真
と

と
も
に
、
ヤ
ン
グ
の
詩
篇
『
夜
想
』
か
ら
、「
第
一
夜
」
と
「
第
九
夜
」
の
そ
れ
ぞ
れ
一
部
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
33
）
瀧
口
修
造
「
写
真
と
超
現
実
主
義
」『
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
・
瀧
口
修
造
（
一
二
）』（
二
五
九
頁
）。

（
34
）
同
書
（
二
六
五
頁
）。

（
35
）
瀧
口
修
造
「
記
録
写
真
と
ア
メ
リ
カ
Ｆ
Ｓ
Ａ
の
写
真
」『
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
・
瀧
口
修
造
（
一
三
）』（
四
〇
頁
）。

（
36
）
瀧
口
修
造
「
物
体
の
位
置
」
の
初
出
は
「
物
体
と
写
真
―
特
に
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
オ
ブ
ジ
ェ
に
就
て
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
、

一
九
三
八
年
八
月
『
フ
ォ
ト
タ
イ
ム
ス
』
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
本
論
文
で
は
一
九
六
二
年
美
術
出
版
社
か
ら
刊
行
さ
れ
た
瀧

口
修
造
『
近
代
芸
術
』
を
底
本
と
し
て
い
る
、『
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
・
瀧
口
修
造
（
一
二
）』
か
ら
引
用
す
る
。

（
37
）
瀧
口
修
造
「
物
体
の
位
置
」『
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
・
瀧
口
修
造
（
一
二
）』（
三
七
六
頁
）。

（
38
）
瀧
口
修
造
「
ア
ラ
ラ
ッ
ト
の
船
あ
る
い
は
空
の
蜜
へ
小
さ
な
透
視
の
日
々
」
大
岡
信
他
監
修
『
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
・
瀧
口
修
造
（
五
）』

み
す
ず
書
房
、
一
九
九
四
年
（
六
一
頁
）。

（
39
）
瀧
口
修
造
「
写
真
と
超
現
実
主
義
」『
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
・
瀧
口
修
造
（
一
二
）』（
二
五
五
頁
）。

（
40
）
同
右
。

（
41
）
同
右
。

（
42
）
同
書
（
二
六
六
頁
）。

（
43
）
瀧
口
修
造
「
幻
想
芸
術
の
機
能
」『
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
・
瀧
口
修
造
（
一
二
）』（
一
六
五
頁
）。

（
44
）
同
書
（
一
六
七
頁
）。

（
45
）
瀧
口
修
造
「
超
現
実
主
義
の
前
衛
的
意
義
」
五
十
殿
利
治
編
『
シ
ュ
ー
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
美
術
と
批
評
』
本
の
友
社
、
二
〇
〇
一
年

（
二
〇
七
頁
）。
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（
46
）
瀧
口
修
造
「
不
思
議
の
国
異
聞
」『
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
・
瀧
口
修
造
（
五
）』（
二
一
六
〜
二
一
七
頁
）。

※
本
論
文
で
使
用
し
た
写
真
は
、
全
て
『
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
・
瀧
口
修
造
（
一
二
）』
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
を
複
製
し
て
い
る
。

〈
付
記
〉

二
〇
一
四
年
一
一
月
二
二
日
、
北
海
学
園
大
学
で
開
催
さ
れ
た
、
日
本
比
較
文
学
会
北
海
道
大
会
に
て
、
本
稿
と
同
名
タ
イ
ト
ル
で
発
表

を
行
っ
た
。
そ
の
際
に
い
た
だ
い
た
数
多
の
御
意
見
に
対
し
て
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。




